甲田幹夫君の「ルヴァン」　ＢＳフジで紹介

「パンは目的ではなく手段である」――様々な場所にあるパンの食卓。　そこには家族の大切な時間、夫婦の絆、そして出会いがあった――これは番組の紹介文だ。

９組で卓球班だった甲田幹夫君は学校の教師からパン職人に転身した。　東京・渋谷富ヶ谷の店舗「ルヴァン」は多くの雑誌に取り上げられ、知る人ぞ知るスポットとなっている。

その甲田君のことが、11月９日、午前９時３０分から１０時までＢＳフジの「Table Dreams ～夢の食卓～」で「手づくりパンのある食卓」として紹介された。

番組で知ったが、甲田君は最初、フランス人のオーガニック料理の専門家に弟子入りし、そこで師匠の技を盗みながら覚えて行く中で、天然酵母のパンの魅力にとりつかれる。　「ルヴァン」は天然酵母パンを日本に広めたと紹介されていた。

改めてテレビカメラを通して甲田君を見ると、痩躯に名人風の風貌を乗せて、物静かな語り口に技を極めた匠の魂が包まれているようだ。

若者の弟子が何人も登場した。　皆、甲田師匠の前では頗る緊張し、共に作業をする貴重な機会を何とか体験として身に付けようと必死の様子が語られる。　それほど、甲田名人はこの世界では高みにあるということだ。

また、「ルヴァン」の常連である日本人妻を持つ英国人も紹介された。　甲田君のパンを妻と２人の朝食に食すため、この夫は十分な時間をかけ、料理する。

「食べ物と時間を共有することで、お互いの気持ちを再確認することができる」――「パンは目的ではなく手段である」という番組のテーマがひしひしと伝わって来る。

最後に甲田君のパンは、ワインやブランデーのツマミとしても素晴らしいことが紹介された。　カンパーニュという塩味のパンは赤ワイン、ベルベデールというナッツを含む菓子風のパンはブランデーに合うそうだ。

ちょっと遠いが、富ヶ谷まで出かけてみるか。
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